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前回調査からの主要変更点 

 前回（平成14年11月） 今回（平成15年２月）  

総括表現 持ち直しの動きが続いている 持ち直しの動きが緩やかになっている ↓ 

鉱工業生産 増加傾向 このところ減少 ↓ 

 
 
 
 
 

１．生産及び企業動向 

 （１）鉱工業生産はこのところ減少している。 
    電気機械は、集積回路が減少に転じ全体では大幅に減少した。食料品・たばこは、ビールなどが増加し、

全体でも増加した。化学は、定期修理から生産水準を落としたが、ナイロン原料の輸出の増加などから
おおむね横ばいとなっている。一般機械は、数値制御ロボットなどの産業機械が増加した。輸送機械は、
自動車の北米向け輸出が依然として好調で高操業を続けている。 

 

鉱工業生産指数(7年＝100、季節調整値)
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域内主要業種の動向(季節調整値、前期比増減率)      （％） 

 生産 出荷 在庫  
付加価値
ウェイト 

７～９
月期 

10～12
月期 

10～12
月期 

10～12
月期 

電気機械 18.6  ▲1.2 ▲9.7 ▲9.3 ▲9.9 
食料品・たばこ 10.8  ▲3.3 1.6 0.0 ▲0.3 

化学 10.2  5.2 0.7 ▲2.7 1.0 
一般機械 10.2  8.8 3.0 4.0 ▲5.7 
輸送機械 9.5  2.0 ▲2.5 ▲1.6 ▲10.4 
鉱工業 100.0  1.4 ▲2.1 ▲2.1 ▲3.1 

（備考）１．地域における付加価値ウェイトの高い５業種。 

    ２．10～12月期は速報値。 

（備考）平成14年12月の九州は速報値。 

 
 
 

 

九州地域では、景気は持ち直しの動きが緩やか
になっている。 

・ 鉱工業生産はこのところ減少している。 

・ 個人消費はおおむね横ばいとなっている。 

・ 雇用情勢は依然として厳しい。 



 
 （２）企業動向の業況判断は「悪い」超幅が、資金繰り判断は「苦しい」超幅がそれぞれ横ばいとなっている。 
   企業短期経済観測調査［業況判断ＤＩ、資金繰り判断ＤＩ］及び中小企業景況調査［業況判断ＤＩ］ 
 

 

企業短期経済観測［業況判断ＤＩ］
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企業短期経済観測［資金繰り判断ＤＩ］
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（備考）「良い」-「悪い」回答者数構成比。15年３月は予測。   （備考）「楽である」-「苦しい」回答者数構成比。15年３月は予測。 

 

中小企業景況調査［業況判断ＤＩ］
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（備考）「好転」-「悪化」回答者数構成比。15年Ⅰ期は見通し。 

 
 
景気ウォッチャー調査（１月調査）［企業動向関連（現状判断）］ 
「新しい仕事はあまり多くない。受注の内容も、合理化やリストラに関するものが多い（経営コンサル
タント）」など、「変わらない」とする回答が多くみられた。 

 

 

 

 （３）設備投資の14年度計画は前年度実績を下回っている。
 

企業短期経済観測調査［設備投資（12月調査）］ 

（前年度比増減率、単位：％） 

 13 年度実績 14 年度計画 

全 産 業 ▲11.6 ▲5.5（▲1.8） 
製 造 業 ▲27.7   3.6（▲3.4） 
非製造業      ▲ 3.4 ▲8.9（▲1.0） 

（備考）（ ）は前回（９月）調査比修正率。 

建築着工床面積（前年同期比増減率）
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２．需要の動向  

 （１）個人消費はおおむね横ばいとなっている。
大型小売店販売額及び乗用車新規登録・届出台数 
 百貨店は、主力の衣料品が 11 月は気温が低めに推移したことで動きがみられた一方で、12 月は天候不
順やセール前の買い控えなどから動きが鈍かった。また、全体では10～12月期は前年を下回った。 
スーパーは、ＢＳＥ問題の反動で食料品が増加したが、12月は天候不順により衣料品の動きが鈍く、歳
暮の早期受注による反動減などもあって前年を大幅に下回ったことから、10～12月期全体でも前年を下
回った。 
    

景気ウォッチャー調査（１月調査）［家計動向関連ＤＩ（現状判断）］ 
「大物高額商品の動きが大変悪く、全体的に厳しさを感じる（家電量販店）」など、「変わらない」とす
る回答が多くみられた。 

大型小売店販売額（店舗調整済、前年同月比増減率）
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（前年同期比増減率、単位：％） 

 14 年1-3月 4-6 月 7-9 月 10-12月 
大型小売店 ▲0.8 2.0 ▲1.6 ▲1.5 
百貨店 2.9 2.5 ▲0.2 ▲1.4 
スーパー ▲3.5 1.5 ▲2.6 ▲1.6 
乗用車 0.0 5.6 5.4 3.7 

景気ｳｫｯﾁｬー  39.0 46.2 40.7 34.3 

（備考）１．大型小売店販売額は店舗調整済。 

２．景気ウォッチャー調査の数値は家計動向関連の 

現状判断ＤＩの３か月単純平均。 
 

乗用車新規登録・届出台数（前年同月比増減率）
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景気ウォッチャー調査（家計動向関連ＤＩ）
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 （２）住宅建設は緩やかに減少している。 
    分譲を中心に減少したことから、全体では緩やかに減少している。 

 
 （３）公共投資は年度累計でみると前年を下回っている。 
    

新設住宅着工戸数（前年同月比増減率）
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公共工事請負金額（前年同月比増減率）
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３．雇用情勢等  

 （１）雇用情勢は依然として厳しい。 
   有効求人倍率及び完全失業率 
    有効求人倍率は緩やかに上昇している。完全失業率は前年同期を上回り、高い水準にある。 

有効求人倍率（季節調整済）
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完全失業率（原数値）
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  景気ウォッチャー調査（１月調査）［雇用関連（現状判断）］ 

「年が明けて年度末需要期に入ったが、昨年、一昨年に比べてその伸びが大きく落ち込んでいる（民間
職業紹介機関）」など、「やや悪くなっている」とする回答が多くみられた。 

 
 （２）企業倒産は件数、負債総額ともに減少している。       
 
 （３）消費者物価指数は下落幅が縮小している。       
 
企業倒産 

（件、億円、％） 

 14 年 1-3 月 4-6 月 7-9 月 10-12 月 15 年１月 

倒産件数 411 422 402 423 116 
（前年比） 0.7 ▲0.2 ▲14.6 ▲19.1 ▲5.7 

負債総額 1,403 3,178 1,326 2,821 235 
（前年比） ▲71.2 192.6 ▲31.6 ▲43.0 ▲36.4 

消費者物価指数（前年同月比増減率）
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○ 景気ウォッチャー調査（１月調査）［合計ＤＩ（特徴的な判断理由）］ 
    ＜現状＞ 
    ・ここにきて大手半導体メーカーの企業格差が出てきており、忙しいところと暇なところが極端に分か

れている（電気機械器具製造業）。 
＜先行き＞ 
・自動車関連以外の取引先の新規案件の見積りもなく、先行き不透明である（一般機械器具製造業）。 

景気ウォッチャー調査（合計ＤＩ）
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